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○ 総合司会（イベント主催関係者） 

これよりこちらのステージでは、消費者庁、内閣府食品安全委員会、厚生労働省、

農林水産省による「知ろう！考えよう！親子で学ぶ、食品中の放射性物質」を始め

てまいります。 

みんな、放射線と聞いて分かるかな？ 放射性物質と聞いて分かるお友達いる？

ちょっと難しいお話だからまだみんな分からないよね。この放射線というのはね、

病院のレントゲンにも使われていたり、あとお日さまの光にも含まれている、とー

っても身近なものなんだけど、でもちょっとだけ怖いイメージがあるっていうお友

達もいたりするよね。今日は、そんな放射線について、一から分かりやすく教えて

もらえるし、食べ物の中に含まれている放射線物質についての不安や疑問も解決で

きるんだって。このステージ、先ほどまで整理券が必要だったんですが、今からフ

リーでの入賞も大丈夫になりましたので、お話聞いてみたいという方、ぜひ気軽に

こちらのステージ前に集まってください。 

それでは早速、担当の方をお呼びしたいと思います。どうぞみんな、大きな拍手

でお迎えください。どうぞ。ステージにお越しください。 

 

（参加者拍手） 

 

○ 司会 

こんにちは。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

はじめまして、こんにちは。 

 

○ 司会 

さあ皆さん。本日は「夏休み 2016 宿題・自由研究大作戦」に来てくれて、どうも

ありがとうございます。消費者庁ブースに遊びにきてくれたお友達も何人かいらっ

しゃるかと思います。夏休みの宿題や自由研究のヒント、もう見つかりましたか。

見つかった人。はーい。男の子。はい、さっきブースに遊びに来てくれましたね。

はい、ありがとうございます。さて、このあとは「知ろう！考えよう！親子で学ぶ、

食品中と放射性物質」と題しまして、食べ物と放射能の関係を学ぶセミナーが始ま

ります。 

さあ、消費者庁の大浦さん、一言で言うと、どういったセミナーなんでしょうか。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

はい、ありがとうございます。消費者庁の大浦といいます。皆さん、今日はこの
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セミナーに来ていただいて、ありがとうございます。このセミナーでは、放射線の

基礎から食べ物の中の放射性物質のルールや今どうなっているかについて、分かり

やすく先生からご説明していただきます。 

 

○ 司会 

はい、なるほどですね。その前に皆さんに三つのお願いがあります。こちらのお

話を聞いたあと、最後にアンケートにお答えいただきたいと思います。大人の方、

お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃまは、アンケートがありまして、

こちらですね。今お配りしています。黄色いエプロンのお兄さん、お姉さんに最後、

お渡しください。そしてみんな、小学生のお友達たちは、ホワイトボードにマグネ

ットが付いてます、リスの。このリスのマグネットで、お話がよく分かったという

人は分かったほうに、よく分からなかった人は分からなかったほうにペタッと貼っ

てください。お願いします。そして今回の質問ですね。質問は、小学生のお友達か

らの質問になります。先生への質問は小学生のお友達からの質問のみを受けさせて

いただきますので、大人の方はこのあと、消費者庁ブースにて承りますので、ぜひ

消費者庁ブースにお越しください。 

さあ、というわけで、今日このお話をしてくださるのは、東京大学の小豆川勝見

先生です。小豆川先生は、目に見えない放射線を測る研究をしています。ご飯や土、

いろんな所から出てくる放射線を、最新の機械を使って測っています。福島第一原

子力発電所の事故のあとは、福島県や関東の小学校や中学校で、放射線の授業をこ

れまで 60回以上やってきました。そして、その研究を生かして、今日は放射能と私

たちにとって大切な食べ物のお話をしてくれます。少し難しいお話もあるけど、最

後までお話を聞いてみてくださいね。夏休みの宿題、自由研究に役立つはずです。

分からないことは先生に質問してみてくださいね。 

それでは早速お呼びしましょう。東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻環

境分析化学研究室、小豆川勝見先生です。みんなで呼んでみましょう。せーの。小

豆川先生。お姉さんだけしか呼んでないね。みんなでせーのって言ったら小豆川先

生で呼んでみましょう。ではみんないっしょに、せーの。 

 

○ 参加者一同 

小豆川先生。 

 

○ 司会 

先生お願いします。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 
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ありがとうございます。ありがとうございます。皆さんこんにちは。 

 

○ 司会 

拍手。 

 

（参加者拍手） 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ご紹介いただきました小豆川です。よろしくお願いします。今、僕が着ている白

衣（黄色い原子力マークのアップリケ付白衣）なんだけれども、白衣のところにな

んかこんなマークが、後ろにもあるんだよ、ほら。こんなマークが付いてるけども、

これね、放射線のマークなんです。ちょっとね、なんか怖いイメージがある話なん

ですけれども、できるだけ今日は皆さんに、今僕たちが食べているご飯の中の放射

線セシウム、放射線物質について、できるだけ簡単に皆さんに説明したいと思いま

す。と言っても、分からないこといっぱいあると思いますから、ちっちゃな子たち、

ぜひたくさん質問をしてみてください。よろしくお願いします。 

〔スライド２〕 

私が普段、何をしているかっていう話なんですが、なんかこんな格好をしながら

放射性物質を測っていたり、あるいはこんな服を着て、いろんな、福島第一原子力

発電所のすぐ近くまで行って土を掘り返したり、そんな仕事をしています。どうし

てもやっぱり、放射性物質っていうと、多くの人たちが「何それ。分かんないよ」

ってきっと思うと思います。お父さんとお母さんだって、小っちゃいころにこうい

った勉強をする機会はほとんどなかったので、質問をされても何を言っているかが

分からない。「何このとだろうね。なんかちょっと怖いね」というような印象しかき

っと持っていない人が多いんじゃないかと思うんです。 

〔スライド３〕 

それで、そのために今日はちょっといろいろとセシウムの話をしようと思うんで

すが、その前に一つだけコマーシャルをさせてください。僕、大学の先生なんです。

皆さんの中にも、もしかしたら大学の先生とか、あるいは研究者になる方がいるか

もしれません。せっかく話をしてくるんだったら、研究者のコマーシャルもして来

いと言われたので、コマーシャルをします。ここにいる人たち、みんな研究者です。

これ僕、これアメリカの研究者の人、これオーストリアという国も研究者の人たち。

みんなね、ちょっと考えてみて。外国からわざわざ日本に来て、土をみんなで掘り

返して遊んでるんだよ。1 万キロ以上離れた所から、わざわざこんな物を掘り返し

にくる。ちょっと研究者の人たちって頭、うーんっていう人たちがいるんだ。土遊

びをするのに飛行機に乗って来るんだよ。 
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ちょっと普通の人たちとは違うかなという人たちが多いんだけど、一つだけ共通

しているのは、みんな成績、学校なんかで通知表もらったばっかりだと思うけど、

その成績よりも好きなことをうーんってずっとやっている人のほうが、研究者に向

いてます。とっても向いてます。この人たちも、ちょっとやっぱり変わった人たち

で、「なんで日本人っていうのはみんなシャイだね。こんにちはって言ってもこんに

ちはぐらいしか言ってくれないし、シャイなんだなと思うんだけれども、でも日本

人がみんなお風呂に入るとみんな素っ裸でお風呂にみんな入ってるんだ。とっても

シャイなくせにそういった場になるとみんな全然大胆になるんだ。面白いね」って

言って、この二人も大喜びして帰っていきましたけど、ちょっとやっぱり感覚が少

し違うんですよね。 

というような方々がいるんですけども、みんな世界中の研究者って、ちょっとず

れてる方々が多いんだけれども、とっても楽しいです。世界で誰もやったことのな

いことを研究しているいうのは、とてもほかに人たちに比べて楽しいシーンが多い

し、いろんな国の人たちと触れ合うことができるというのは、最大の魅力だと思う

ので、ぜひ将来、研究者になりたい人っていうのは、大学まで行ったあとに、さら

に大学院まで進んでみると、この確率が高くなります。ぜひ選択の一つに入れてみ

てください。 

〔スライド４〕 

じゃあ、今日はまずセシウムの話からしていこうと思うんですけど、まずそもそ

もセシウムってなんじゃいっていう人たちがきっと多くいると思います。だから、

セシウムの作り方を簡単に説明します。きっとセシウムのほかにも、ヨウ素とかス

トロンチウムとか、そういった言葉は聞いことがある人はいるかもしれません。そ

れってどうやってできるかっていうと、原子力発電所の中しかできないんです。ど

んな感じかというとね。原子炉を今から動かすよって、ボタンをぽちっと押すと、

ウランっていう物質がカパッと割れだすんです。不思議な話ですね。 

僕たちは原子力発電所で電気を作ってもらいますが、火力発電所だったら、もち

ろん火力で電気を作ります。原子力発電所だったら、ウランをカパッと割ることに

よってエネルギーを取り出します。そのときのエネルギーがとんでもなく強いエネ

ルギーなんです。どれぐらいのエネルギーかというと、ウランが１グラムあればい

いんです。１グラムって、皆さん１円玉の重たさです。１円玉を持ってきて「重た

い」って言う人はほとんどいないはずです。たった１円玉１グラム分の燃料を持っ

てくるだけで、それをカパッと割ってあげれば、なんとプール１杯分の水をお湯に

できるんです。ものすごく効率がいいでしょう。だって１グラムの木でも炭でもガ

ソリンでも何でもいいんですが、それを燃やしたからといって、プールの水、お湯

にできないよね。だからすっごく効率がいいのが、原子力発電というものなんです。 

〔スライド５〕 
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じゃあ、それはそれで結構じゃない、どうやってセシウムができるのっていう話

になるんですが、今僕、割るって言いました。割るんだから、かけらができます。

このかけらというのが不思議なんですが、ちょうど、ど真ん中で割れることがほと

んどなくて、ちょっと大きめのかけらと、ちょっと小さめのかけらの二つができる

んです。小っちゃいほうのかけらの代表的な物が、ストロンチウムっていうもので

す。大きいほうのかけらの代表的な物がヨウ素とかセシウムです。なので、ここま

で考えてみると、ストロンチウムとかヨウ素とかセシウムっていう物は、別に福島

第一原子力発電所だけではなくて、原子力を扱っていて、ウランをカッパンカッパ

ン割っていけば、必ずできてくる物なんです。だからセシウムっていうと、なんか

福島由来のって言うかもしれませんが、そんなことはいろんな所にあるんです。た

だ、それが外にまき散らされてしまったという話になるわけですが、こんな感じで

セシウムはできます。 

ｂただ、このできたセシウムというのがちょっと問題なんです。どうしてかって

いうと、こうやって割ってできた物って、実はこの世の中にもともとなかったんで

す。天然には存在しない、人工的に新たに作り出した物質です。だからこのオレン

ジ色になっている物というのは、とっても天然の中に今までなかった、人工的に作

られた物なので、ものすごく不安定です。僕はこれをよく反抗期に例えています。 

まだたぶん、みんな小っちゃいから、あんまり反抗期の子はいないかもしれませ

んが、特に男の子の反抗期になると、むやみやらたとドアに穴を開けたり、壁に穴

を開けたり、ガラスを割ったりします。なんでそんなことするんだろうと思うかも

しれません。でもそういうふうにわけの分からないエネルギーを、周りにばんばん

解き放つんです。その反抗期が終わってしまえば、まあまあ落ち着くんですけれど

も、その反抗期になっている間は、周りにものすごいエネルギーをぶっ放します。

そのエネルギーが僕たち人間にとって、健康に影響があるレベルで、いろんなもの

を解き放ってくるので、それはちょっと僕たちも考えなきゃいけないねっていう話

になるわけです。なので、この子たちが反抗期が終わる、落ち着くまでの間に、周

りに解き放つ放射線から体を僕たちは身を守りましょうねということになるわけで

す。 

セシウムっていうのは、ものすごく反抗期が長いんです。いつまでも周りに壁に

穴を開けまくる子たちなんです。だから、今もしばらくずっとこれを考えていかな

きゃいけないんです。というのがセシウムの作り方、でき方でした。だいたいここ

までで、セシウムについて何か分かんないっていう人いますか。大丈夫かな。 

〔スライド６〕 

じゃあ続けて、そのセシウムがどんなふうにできていくかっていう、実際の絵を

見てみたいと思います。これは京都大学っていう関西にある大学の中にある原子炉

の一つです。ほら、ここが青く光っているでしょう。この青く光っているところで、
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今まさにウランがカパカパ割れていて、ヨウ素とかストロンチウムとかセシウムが

できている、そういった状況です。別にこれは壊れているわけじゃなくて、研究用

のやつだと、こうやってのぞく所があって、カメラをよっこいしょと近付けて見る

ことができます。こういうふうにして、セシウムとかヨウ素ができているよという

シーンです。 

〔スライド７〕 

じゃあここで一つだけ専門用語になっちゃうんですが、お話をしていこうと思い

ます。どうしてもこの放射性物質を取り扱う上で、ベクレルっていう言葉とシーベ

ルトっていう言葉を理解しなければいけません。ここに書いてあるとおり、放射性

物質は放射線を出す能力があって、懐中電灯のうんたらかんたら、こういうふうな

ものが例えられているんですけれども、放射線を出す能力を表す単位のことをベク

レルといい、そして放射線が体に与える影響のことをシーベルトというわけなんで

すが、もうちょっとここで分かんないっていう人、きっといると思います。だから

具体的な例を出して、ちょっと考えてみましょう。 

今、僕はここにセシウムを持ってきました。これ本物のセシウムです。黄色いこ

の小っちゃいバッジ（密閉コイン型線源）の中に、セシウムがほんのちょっぴりだ

け入っています、いいですね。セシウムは今、ここから放射線を出しています。放

射線を出す能力を持っています。この出す能力というものは、もちろんここにあっ

ても、よっこいしょ（線源を移動）、ここにあったとしても変わらないですよね。つ

まり、放射線を出す能力、ベクレルというものは、僕が持っていようが、この辺に

いようが、ベクレルの数値は変わりません。その一方でシーベルトっていうのは、

ここから出てくる放射線によって、人間の体にどれほどダメージがあるかという話

ですから、僕が今、これを近くに持っていたら、今、痛くはないですが放射線をズ

ガガガッと食らっているので、シーベルトとしてはとても大きくなります。でも、

こうやって離れて置いてしまえば、あそこからの放射線を僕は受けにくくなるので、

シーベルトとしては小さくなります。 

この関係、ちょうど地震と同じなの分かりますか。地震の大きさってマグニチュ

ードっていうもので表すんです。マグニチュードというものと、あと震度ってよく

表しますよね。震源に近ければ近いほどいっぱい揺れますし、どんなに大地震が起

きたとしても、遠ざかってしまえば震度は小さくなります。これがちょうど、ベク

レルとシーベルトの関係とほとんど一緒です。つまりマグニチュードがベクレルで

あり、震度がシーベルトに値するものです。そうやって考えると、だいぶこれも分

かりやすくなってくると思います。唯一ややこしいのは、いろんな規制値がベクレ

ルで規制がかかっていたり、シーベルトで規制がかかっていたりするから、こんが

らがってくるんですけれども、少なくともベクレルとシーベルトの関係は、これで

分かってもらえたんじゃないかなと思います。 
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〔スライド８〕 

じゃあその、よく放射性物質は見えない物。味もしないし、感じないし、分かん

ないじゃんってよく言われますが、頑張ってやれば見えますよ。ただ、ここが難し

いのは、もしセシウムを１グラム集めたらどうなるか。それは 3.2 兆ベクレルとい

う数値になります。先ほどベクレルの話をしましたが、3.2 兆という数字はなんか

とんでもなく大きそうだということが分かりますね。１グラムをもしかき集めてみ

たら、確実に今ここにいる人たちは死にます。それぐらいの放射線です。土の中に

含まれていいぎりぎりの基準としては、8,000 ベクレルという基準があります。 

この 8000 ベクレルを強引に重さに換算すると、0.ホニャララララ 2グラムです。

だから 8000 というなんか大きな数値であったとしても、それをセシウムの重さっ

ていうことに換算してみたら、まず目に見えることはないはずです。現に、今先ほ

ど私が持ってきたこのセシウムも、ほんのちょっと、ここの中心のところに、ほん

の、ほんの、ほんのちょっとだけ塗ってあるんです。ごくごくわずかです。

0.000000･･･グラムです。だから目に見えないんです。逆に目に見えるほどあったら、

われわれは死んでいます。それほどの放射線の影響があるということです。なかな

かこの辺も、目に見えないっていう理由としても分かりにくいことかもしれません

が、こういった理由があるんです。 

〔スライド９〕 

そして、ここから何が分かるかというと、放射線が出てる、出てるというわりに、

僕たち目に見えないわけですよね。でも機械だったら見ることができます。今、僕

が持ってきたのはこういう機械です（放射線測定器を取り出す）。こういう機械なん

ですが、この機械で放射線を検知することができます。（２、３秒に一度音が鳴る）

ちょっと音が小さいかな。分かるかな。こういう音がするの、分かりますか。ピッ

ピッピって。聞こえるかな。聞こえますかね。今、ここの銀色のところで放射線を

見つけたよっていうと、こっちで１ピッが鳴るような機械です。こんな感じ。 

えーもうセシウムいるのって思うかもしれません。ちょっと違います。僕たちは

普段からこれぐらい放射線を体に受けてるんです。だから今も、今この瞬間も皆さ

んも体の中を放射線を突き抜けています。でも痛くないでしょう、ちっとも。それ

はどういうことかというと、僕たちって昔からこの進化の過程の中で、放射線を少

しずつダメージを食らいながら生きてきたんです。でも、ここが仮に放射線でダメ

ージを食らったよって言っても、体って勝手に直してくれてるんです。だから助か

るわということになるんですが、ただ、もしこういうふうに強烈に放射線でドバド

バドバドバッとダメージを食らったら、体が治しきれなくなるかもしれない。だか

らこそ、そういったものはちょっと省こうねということになるわけです。 

じゃあ、その放射線をどういうふうに見つけているか。実際にこの銀色の部分に

近付けてみますね。いきますよ。近付けてみるとどうなるかな。(線源を近づけると
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測定器の音がピーと連続して鳴る)こんな感じで見つけてるんです。分かりますか

ね。ちょっと音が小さいかな。こんな感じ。(測定器の音が連続して鳴る)こういう

ふうになるんです。だから、近付けてみるとピーッと。いっぱい放射線がいるよと

いうことが分かりますね。こんな感じで、目に見えない放射線でも、ある機械を使

えば放射線を見つけることができます。 

〔スライド 10〕 

結局、いったい何が出ているかっていうのは、これ自由研究的なテーマになるん

ですが、このセシウムからは何が出てるかっていうと、電子というものと光という

両方が出ています。電子っていうのは何かっていうと、電気を帯びたちっちゃな粒

のことで、簡単に言えば雷です。ここから雷が出てるんです。ズバババッと。雷が

出ています。でもあまりにも小っちゃい雷なので、僕、手で持ってても全然痛くな

いです。ただ、雷って皆さんご存じのとおり、空から雷がドンガラガッシャーンっ

て落ちてくるときに、真っ直ぐ落ちてこないでしょう。ジグザグジグザグって落ち

てくるよね。だからここから出ている雷もジグザグジグザグっと出てるんです。 

あともう一つ、光が出てるんですけども、光っていうのは当然、見えないですけ

どね。見えないですけども、光って真っ直ぐ飛ぶものじゃないですか。懐中電灯の

光がジグザグ曲がることはないですよね。だから皆さんから見て、ここが実はうっ

すら光って見えるはずなんです、これが。見えないと思うけど。これです。という

わけで、セシウムからは 2 種類の放射線が出ています。1 つは雷、もう 1 つは光で

す。専門用語で言うと、こちら（雷）のことをベータ線といって、こちら（光）の

ことをガンマ線といいます。興味がある方は、こういった言葉でまたさらに調べて

みると、きっと面白いと思います。 

こういった機械をさっきお見せしましたけれども、このピピッと鳴っていた物っ

ていうのも、結局のところ、こちらの最初が、こっち側がおデブになってる物って

いうのは雷を見つけるほう。真っ直ぐになってるほうっていうのが、これが光を見

つけるほうの機械でしたということなんです。電子や光を食らって、どれほどそれ

が体に影響があるかっていうことを調べている機械ということになるわけですね。 

〔スライド 12、13〕 

じゃあ、ちょっとここからご飯の中のセシウムについて、ちょっとお話をしていこ

うと思います。今こうやって、セシウムについて直接当ててみたらピーピー鳴りま

した。じゃあ、この、実はこれご飯のお米です。お米なんですけど、もうこれ食べ

ちゃ駄目だよ、絶対に流通はしないんですけれども、わざと汚して作ってある、セ

シウムがいっぱいのご飯です。じゃあこれを近付けてみたらどうなるかやってみま

しょう。（２、３秒に一度音が鳴る）ピッピッと鳴っていますね。ピッピッと鳴って

いるところに、すごく汚れているお米を近付けると、どうでしょうか。（２、３秒に

一度音が鳴るまま変化しない）全然違いはないですよね、外してみても。ほら、違
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わないでしょう。 

〔スライド 14〕 

つまり何が言いたいかっていうと、ここにある機械、これ 50万円する機械なんで

すけど、50万円する機械ぐらいじゃ、ご飯の中のセシウムのレベルを測ることって、

全然できないんです。これじゃ話にならない。50万円じゃ安過ぎるんです。だから、

もっといい装置を使わなきゃいけなくって、ちょっと高いんですけれども、ゲルマ

ニウム半導体検知器と呼ばれるような装置を使って測ると、もっと丁寧に今のお米

がどれぐらい放射性物質が含まれていたかっていうことが、調べることができます。 

〔スライド 15〕 

じゃあ結局のところ、ご飯の中にセシウムってどれほど含まれているのかってい

うのを、いろんな人たちが調べています。さっき皆さん、お昼ご飯を食べたと思い

ますが、その中のセシウムってどれぐらいだったかっていうと、間違いなく基準値

からは大幅に下回ってます。そして、だからじゃあもう測れなくてもいいじゃんと

思うかもしれませんが、ときどきちょっと外れた物も出てくるので、そういったこ

とも含めて、長い間ずっと測っていく必要があると思います。 

ただ一つだけ皆さん注意していただきたいのは、野生のきのこ。うちのおじいち

ゃんが裏山で採ってきたよっていう物の中には、時々結構セシウムがいっぱいいる

物があるので、それは気を付けてくださいというのが、強いお願いです。それはと

ても大事なことです。大人の方にここはお知らせしたいのは、多い少ないの情報は

あるんですけれども、現在ではいっぱい資料が公開されていますので、ますその辺

いろんなところ、ウェブサイトに当たってみるとか、情報公開のデータを見てもら

いたいなというのが一つのお願いです。 

 

○ 司会 

先生。基準値っていうのがあるんですけど、基準値って何ですか。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

そう。この基準値っていう言葉もなかなか分かりにくいと思うので、今日は消費

者庁の方にも来ていただいてますから、ちょっとこの辺、説明をしていただこうと

思います。お願いします。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

〔スライド 16〕 

はい、ありがとうございます。基準値というのは、国が決めたルールのことです。

食べ物にもいろんなルールがあります。例えば皆さん、ルールは食べ物以外にもあ

りますよね。青信号だったら渡ってもいい、赤信号だったら渡っちゃ駄目、そんな
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ふうなルールがあります。食べ物にもそういうルールがあって、食べ物の中に放射

性物質がこれ以上のベクレル量、小豆川先生の説明にもありましたが、これ以上の

ベクレル量入った物は赤信号、売っちゃ駄目。この基準値の数字よりも入っている

放射性物質が少ない物は青信号、売っても良い。そういうルールの数字のことを基

準値といいます。次お願いします。 

〔スライド 17〕 

基準値については、科学的な考えの下に今の数値が決められています。きりの良

い数字を勝手に考えたわけではありません。先ほど小豆川先生、放射線を浴びると

私たちの体がダメージを受けるとご説明をしましたけれども、このダメージ、私た

ちの体が受けるダメージというのは、放射線以外にもいろんなことから受けます。

その放射線のダメージのうち、１年間で１ミリシーベルトよりも少ない放射線のダ

メージというのは、ほかの日常のさまざまなリスク要因、ダメージを与える原因、

例えば、栄養不足とか運動不足とかストレスとか、そういうほかのいろんな原因に

よるダメージか放射線のダメージか分からないぐらいの影響なので、この量よりも

私たちが受けるダメージが少なくなるように、食べ物の中の放射性物質の量を決め

ています。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ありがとうございます。そう。 

 

○ 司会 

はい。基準値っていうのは、健康に影響が出ないように決めた数値で、これを超

えた物は売ってはいけないんですね。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

そうですね。そのように今、国の食べ物のルールができています。 

 

○ 司会 

全然言葉が分からなくて不安だったんですが、聞いてて良かったです。すいませ

ん、先生。ありがとうございます。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

〔スライド 18〕 

ありがとうございます。そう、基準値っていうのはこういうふうに定められてい

るんです。じゃあ、その基準値をどれほど守られているかっていうの、ちょっと実

際にいろんな物を測ってみました。近くのスーパーに行って、買い物かごの中にい
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ろんな物を入れて測ってみたんです。もう例えば片っ端から何でも良かったんです。

お菓子でもいいしお水でもいいし牛乳でもいいし、普段皆さんが食べている物です。

食べている物を片っ端から私、一生懸命測ってみました。ずらずら出てくるんです

けれども、まず中央値で考えてみたら、皆さんが普段食べているご飯の中に含まれ

るセシウムって、基準値の 500 分の１以下です。だからほとんどセシウムっていな

いんだなっていうことがまず分かります。 

ただ、時々検査なしで売っていた場合なんていう物については、基準値を超えち

ゃっている場合があるんです。そういった物を、ちょっとレアケースではあるんで

すが、そういったものはぜひ皆さん、ぜひ気を付けてください。普段の食事の中で

基準値を超える物というのはまず出てきませんが、時々、これはすぐその裏から採

ってきましたみたいなタイプのやつだと、基準値を超えることがあります。 

〔スライド 19〕 

実際にこれ測っている例なんですけれども、これは平成 26年のほうで、（行政に

よる検査で）いろんな物を測ってもらった例なんですが、例えばお米。1100 万袋を

測ってみて、基準値を超えた物って二つだけです。ということは、パーセンテージ

で表すとわずかこれだけ。その他もろもろいろんな物を測ってもらってますが、そ

んなに高い物はなくて、キノコがちょっと高いかな。あとはシカとかイノシシとか

そういった物の場合は、４個に１つぐらいの割合で基準値を超えちゃう物がありま

すよということがあって、ここはちょっと高めです。 

〔スライド 18、20〕 

このように、まずはほとんどの物が基準値を超えてないんですが、ただ検査体制

という物も完ぺきではないんです。というのも、皆さんが食べている物全てを測る

ことができなくて、やっぱり漏れが生じます。特にここら辺です。あんまり検査を

していないところが、基準値を超えちゃうこともありますし、測ろうとする意識が

不十分なところもあるんです。さらにこの話、来年終わる話じゃなくて、今のお子

さんたちが大きくなって子どもがいても、まだこの話やってます。数十年間この話

続くんです。だからこそ、知っといてくださいというのがお願いなんです。そのた

めには、ずっと測定を続けなきゃいけないねっていうことを訴え続けています。 

 

○ 司会 

先生、基準値を超える物がまだあったりとか、検査なしで売られていたきのこが

あるということですが、安心してはいけないってことですか。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ここら辺についても、ぜひちょっと消費者庁の方にコメントをいただこうと思う

ので、ちょっとお願いします。 
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○ 大浦（消費者庁） 

〔スライド 21〕 

はい。それでは、今日私たち、あそこのほうに消費者庁でブースを出してるんで

すけども、食品安全委員会と厚生労働省と農林水産省と一緒に出しています。その

中の厚生労働省というところは、事故の翌年から小豆川先生と同じように、売って

いる食べ物を買ってきて、その中に入っている放射性物質の量を調べて、じゃあ１

年間にそれを食べ続けたらどのぐらい放射性物質を受けるのかっていうことを、調

べて発表しています。その発表結果がこちらです。こちらの厚生労働省のホームペ

ージで見ていただけるんですけども、このように福島のいろんな地域、あと日本全

国でも測定してるのですけども、先ほど１年間に１ミリシーベルト以下ということ

に、ルールを決めたと申しましたが、それよりも実際売られている食べ物を測った

ところ、その 100 分の１よりも少ない数字だったんですね。また自然に受ける放射

線からもこれは少ない数字でした。 

 

○ 司会 

なるほど。きのこや山菜、野生の動物からはまだ放射性物質が出ることはあるけ

ど、全体的にはとても少ないし、普通に売られている食品を食べていれば、ほとん

ど大丈夫っていうことですね。はい、ありがとうございます。先生すいません、何

度も。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

〔スライド 22、23〕 

はい、ありがとうございます。ではここまで、現状が分かりました。じゃあ最後

の話で、これからのセシウムどうなるのっていう話をちょっとだけ触れて終わろう

と思います。これからのセシウムなんですが、たぶんですけども今まで５年間、い

ろんな研究者の人が測ってきた計画、セシウムが動きやすい例えば田んぼ、田んぼ

って水を入れてグジャグジャかき混ぜて、お米育てて刈り取ったら今度はまた、元

に戻してっていうことを繰り返していきます。そういった所だと、どんどんセシウ

ムって少なくなっていくので、お米の中からさらにセシウムが出てくる可能性って

いうのは低くなるはずです。 

その一方で例えばタケノコ。タケノコなんていうのは竹林ですよね。竹林の中を

歩いていただくと分かるかもしれませんが、まあかき混ぜるなんてことはそうそう

ないはずです。土の中をかき混ぜることはない。ということは、セシウムがその竹

林の中でぐるぐる回っちゃってるんです。だから去年高い値が出たら、今年も高い

値が出て来年も高い値が出る可能性が高いです。こんな感じで、だんだん情報が、
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５年間の情報で分かってきたんですけれども、極端な例で、例えば動きにくい場所、

動きやすい場所で、来年のセシウムの予測ができるようになってきましたよってい

うのが現状です。ぜひこういった情報も、いろんなところから今発信されています

ので、消費者庁、あるいは厚生労働省、そういったところのウェブサイトを見ても

らって、ぜひ勉強していただければうれしいなっていうのが、私からのお願いです。 

〔スライド 25〕 

というわけで、だいぶこれ時間を使ってしまったんですけども、最後まとめてみ

ようと思うんですが、今までの話から、放射能って少しずつ減っていっています。

ただし大事なのは、これ 30年後にやっと半分になる話なんです。今君たちが小学生

かな。30歳足してごらん。40歳ぐらいだよね。そのころにやっと今の話が半分にな

ります。そのぐらいの話なんです。だからこそ、次の世代、次の世代にもこの話は

伝えていかなきゃいけないので、ぜひいろんなところで、関心を持ち続けていただ

きたいなっていうのがお願いです。そして、セシウムもどんどんまた移動していく

っていうところもあるので、その動きやすさなんていうところにも注目しながら、

自由研究なんて進めてみると、とっても面白いことが分かると思います。ぜひ夏休

みの研究テーマにしてもらえれば幸いです。 

というわけで、ちょっと時間を超えちゃったところもあるんですが、以上で私の

話を終わりにしたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

（参加者拍手） 

 

○ 司会 

はい、小豆川先生、ありがとうございました。私も全然分からなかったんですけ

れども、なんとなく聞いて、ああそういうことかっていうのが分かりました。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ありがとうございます。 

 

○ 司会 

はい、ありがとうございます。それでは、会場から小学生のお一人、もしくはお

二人ですね。質問受けたいと思います。先生に質問がある人。一番早かったお友達、

はい。じゃあマイク持ってくからちょっと待っててね。何でしょう。 

 

○ 参加者Ｃ（子ども） 

放射性物質って何ですか。 
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○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

おお。放射性物質だよね。じゃあ、放射性物質っていうのは、先ほど言ったセシ

ウムとかヨウ素っていう物もそうなんだけども、周りに放射線を出している物質の

ことを、放射性物質というんです。でも放射線って残念ながら見えないよね。（線源

を持って）今ここに、放射線出てるんだよ。でも全然分からない。だから目に見え

ることはないんだけれども、しかも僕今これ持ってても、痛くも何ともないんだ。

ダメージは食らってるんだけどね。痛くも何ともないんだけれども、このように周

りに放射線を出す能力がある物質のことを、放射性物質っていいます。セシウムは

そのうちの一つ。分かったかな。ありがとう。良かった。 

 

○ 司会 

はい。良かった、うなずいてましたね。ありがとうございます。じゃあもう 1名、

はい、女の子、真ん中の子が早かったかな。お願いします。 

 

○ 参加者Ｄ（子ども） 

体の中に入った放射線って出るんですか。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ありがとう。とてもいい話だね。例えばね、これ僕があんぐって飲んじゃったと

しよう。良くない、駄目だよ、絶対にまねしないでね。まねしないでほしいんだけ

ど、飲んじゃった場合、セシウムっていう物質だと、結構な割合で、僕おしっこで

出しちゃう。でも、物によっては、例えばさっきストロンチウムっていうやつがあ

ったでしょう。あれだとなかなか出ないのよ。体の中に留まっている時間が長けれ

ば長いほど、この中で暴れちゃうから早く出したいんだ。セシウムは、結構早く出

ちゃう。ストロンチウムは実は骨にたまっちゃうから、ずーっとその場にい続ける

の。だからあんまりストロンチウムは取りたくない。でもセシウムも取りたくない

んだけれども、比較的早くおしっことかで出ちゃうよっていうことが分かってます。

だからどうなるかっていうことに関しては、物によるんだけど、セシウムに関して

言えば早めに出ますよっていうのが答えです。でも、絶対にわざわざ口にすること

はないからね。その点はお伝えしておきます。 

 

○ 司会 

はい、大丈夫でしょうか。ありがとうございます。さあ、それでは残念ながらそ

れぞれお時間となりました。この後、保護者の方でも、小豆川先生に質問がある方

は、入口付近に、入ってすぐに消費者庁ブースというのがありますので、そちらで

質問コーナーを設けたいと思います。質問できなかったみんなにも、先生が直接答



16 

 

えていただけますので、ぜひふるってご参加ください。また、14 時 15 分からは、

小豆川先生のミニセミナーが消費者庁ブースで実施されますので、そちらもぜひ遊

びに来てください。 

というわけで、先生、今日はどうもありがとうございました。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

ありがとうございました。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ありがとう。 

 

○ 司会 

小豆川先生でした。 

 

○ 小豆川氏（東京大学大学院） 

ありがとうございます。 

 

○ 司会 

消費者庁の大浦さんも、ありがとうございました。 

 

○ 大浦（消費者庁） 

ありがとうございました。 

 

○ 司会 

皆さんぜひ、質問等おありでしたら、消費者庁ブースをお訪ねください。よろし

くお願いします。ありがとうございます。それでは、皆さんにはアンケートをお願

いしているかと思います。お父さま、お母さま、おじいちゃま、おばあちゃま、ぜ

ひアンケート書いていただいたあとは、黄色いエプロンをしているスタッフがおり

ますので、そっちのほうへお渡しください。そして、みんなお友達は、あちらのお

兄さんが白いボードを持ってます。お兄さんお姉さんですね。こちらのホワイトボ

ードにリスのマグネットの付いてますので、今のお話、小豆川先生のお話がよく分

かるよっていうお友達は、左側に、よく分かんなかったなと思ったら右側にペタっ

と貼ってください。こちらもご協力をお願いいたします。 

 

 

（以上） 


